
三次市議会のホームページもご覧ください。 議会中継の録画や過去の議会だよりも掲載しています。

　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
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「マチイロ」アプリでスマホからも
議会だよりをご覧いただけます。

第70号
2021（令和3）年
8月10日発行



一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
三
次
市
支
所
設
置
条
例
及
び
三
次
圏
都
市
計
画
事
業

み
ら
さ
か
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
三
次
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
三
次
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
三
次
市
グ
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー
あ
わ
し
ま
設
置
及
び
管
理

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　
　
　

全
員
一
致

■
三
次
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
三
次
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
三
次
市
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

　６月定例会を６月１８日（金）から７月２日（金）まで開催し、
議案１１件及び意見書２件を原案のとおり可決しました。こ ん な こ と が 決 ま り ま し たこ ん な こ と が 決 ま り ま し た

■
動
産
の
買
入
れ
の
契
約
に
つ
い
て

全
員
一
致

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

全
員
一
致

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
一
致

● 三次市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例

機能別消防団員の増員を図るため、一部を改正する。
基本団員　　　 １，５２０人→１，４７０人　
機能別消防団員　　 １００人→    １５０人

● 三次市奥田元宋・小由女美術館設置及び管理条例の一
部を改正する条例
　利用料金について、上限額のみの規定に変更し、コ
ロナ禍の中で集客等にかかる様々な施策を弾力的に行
うため。

・水曜日を休館日とする
・ペアチケットの廃止

詳しい議案の
内容について
はこちら ↓

そ
の
他
の
議
案

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

賛
成
多
数

■
少
人
数
学
級
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

全
員
一
致

意
見
書

採
択
し
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
定
例
会
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

379億961万4千円6,435万7千円追加補正額 総額

■主な使い道
・自治体マイナポイントモデル事業　　　　　　　　　　　
◆子育て世帯生活支援特別給付金事業　　　　　　　　　　　　
・マイナンバーカード交付等特設窓口運営事業　　　　　　　　
・消防団加入促進支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆三次版学校 ICT 活用事業

１，６８１万６千円　　
３，０８５万円

 １１７万 9 千円

 ８７０万 7 千円

 ６８０万 5 千円　　　　　
（◆印は新型コロナウイルス感染症対応分）

令和３年度　三次市一般会計予算の補正（第４号）

補正予算の概要は
こちら↓

6 月補正予算をご
覧ください
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令和3年6月定例会

こ ん な こ と が 決 ま り ま し たこ ん な こ と が 決 ま り ま し た

区　　分
発議第３号

地方財政の充実・強化を求め
る意見書（案）

会 派 結 果 可決（賛成多数）

と も え

小 田 ×
新 家 議長
弓 掛 ×
藤 井 ×
月 橋 ×

明日への風

掛 田 ○
藤 岡 ○
徳 岡 ○
増 田 ○

真 正 会

杉 原 ○
齊 木 ○
鈴 木 ○
横 光 ○

会 派　 未 来
竹 原 ○
大 森 ○
新 田 ○

清 友 会
宍 戸 ○
保 実 ○
山 村 ○

公 明 党
黒 木 ×
中 原 ×

日本共産党 伊 藤 ○
市 民 の 声 重 信 ○
三 創 会 山 田 ○

■ 6 月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）

　　　　　 　　　　　　　　 ○…賛成　×…反対

発議第３号に対し、討論がありました

地方財政の充実・強化を求める意見書

　賛　成　地方交付税も各自治体の財力
の差によって住民サービスの差が生まれ
てはならない。国が確保し保障していく
ことは、大事な責務であると考える。
　諸手当が国の基準を超える部分の交付
税からの減額措置は、地方財政を確立す
べき国の責務を果たしたと言えない。財
源不足から国の基準を下回る自治体には
そのカバーはされてはいない。
　地方財政の標準化の維持のために意見
書に賛成する。

　反　対　特別交付税の配分に当たり、
諸手当の支給水準が国の基準を超えてい
る自治体に対して、その取扱いを理由と
した特別交付税の減額措置を行わないこ
ととあるが、基準以上の手当を払えると
いうことは、その自治体財政に余力があ
るはずだ。そのような自治体に正規の交
付税を出すよう要望するのはいかがか。
交付税は、国民の税金だ。コロナ禍で労
働者が苦しい状況にある中、このような
要求は出来ないし、してはいけない。部
分審査は出来ないため、反対とする。

予
算
審
議

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
69
号　

令
和
３
年
度
三
次
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
審
査
結
果
】

　

全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業

は
、事
業
の
内
容
を
分
か
り
易
く
周
知
し
事

業
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。ま
た
、モ
デ
ル
事
業
と
し
て
成
果
を
検

証
し
、次
の
事
業
に
繋
げ
ら
れ
た
い
。

　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業

は
、あ
ら
ゆ
る
媒
体
や
機
会
を
通
じ
て
周
知

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
三
次
版
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業
の
貸
与
品

は
、運
用
や
管
理
に
つ
い
て
保
護
者
や
関
係

機
関
と
連
携
し
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。

　
定
例
会
で
、予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審

査
付
託
と
な
り
ま
し
た
議
案
１
件
に
つ
い

て
、６
月
30
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

弓掛議員

新田議員

みよし市議会だより　第70号3



　
定
例
会
で
、各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託
と

な
っ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、６
月
24
日
～
28
日
に

各
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
59
号
「
三
次
市
支
所
設
置
条
例
及
び

三
次
圏
都
市
計
画
事
業
み
ら
さ
か
土
地
区
画
整

理
事
業
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」ほ
か
５
議
案

【
審
査
結
果
】

　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

議
案
第
59
号
「
三
次
市
支
所
設
置
条
例
及
び

三
次
圏
都
市
計
画
事
業
み
ら
さ
か
土
地
区
画
整

理
事
業
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」は
、支
所
機
能
等
の
仮
移
転
に
伴
っ
て
、

市
民
生
活
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
関

係
機
関
と
十
分
な
協
議
を
行
い
、住
民
へ
の
周

知
徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

　
議
案
第
60
号
「
三
次
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
案
）」は
、増
員
さ
れ
る
機
能

別
消
防
団
員
の
主
に
水
防
活
動
で
の
役
割
を
広

く
市
民
に
周
知
し
、有
事
に
お
け
る
消
防
団
と

の
連
携
も
視
野
に
さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
ら
れ
た
い
。

　
議
案
第
62
号
「
三
次
市
グ
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー
あ

わ
し
ま
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
63
号
「
三
次
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
案
）」ほ
か
２
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
68
号
「
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」

【
審
査
結
果
】

　
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
68
号
「
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」は
、原
因
と
対
処
に
つ
い
て
よ
く

検
証
を
行
い
、以
後
同
様
の
案
件
が
発
生
し
な

い
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

委
員
会
審
査

委
員
長
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会　

６
月
25
日
開
催

総務常任委員会の様子

産業建設常任委員会の様子

総
務
常
任
委
員
会　
６
月
24
日
開
催

（
案
）」は
、入
居
20
年
で
譲
渡
で
き
る
と
さ
れ
た

も
の
で
、こ
の
度
多
く
の
方
が
物
件
を
求
め
ら

れ
、引
き
続
き
同
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。た
だ
、入
居

時
の
契
約
に
不
明
確
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
で
混

乱
が
生
じ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。今
後
も
契

約
等
に
お
い
て
は
、双
方
に
誤
解
が
生
じ
ぬ
よ

う
十
分
な
対
話
を
行
わ
れ
た
い
。

　
議
案
第
66
号
「
動
産
の
買
入
れ
の
契
約
に
つ

い
て
」は
、今
後
も
消
防
団
積
載
車
両
等
の
配
備

に
関
し
て
、運
転
資
格
等
の
関
係
法
令
改
正
を

勘
案
し
、そ
の
性
能
等
に
つ
い
て
消
防
団
と
十

分
に
協
議
を
さ
れ
た
い
。

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会  

６
月
28
日
開
催

教育民生常任委員会の様子

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
65
号
「
三
次
市
奥
田
元
宋
・小
由
女

美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
案
）」は
、社
会
の
趨す
う
勢せ
い
を
勘
案
し
、多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
指
定
管
理
者
と
の
協
議
を
進
め
、広
く

来
館
者
に
喜
ば
れ
る
取
組
を
推
進
さ
れ
た
い
。

【
所
管
事
務
調
査
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

【
所
管
事
務
調
査
】

・ 

水
道
広
域
連
携
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・ 

水
道
使
用
料
検
討
委
員
会
の
報
告

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中
小

企
業
支
援
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

・ 

内
水
対
策
事
業（
貯
留
施
設
整
備
事
業
等
）

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　定例会では、１日１常任委員会の
ケーブルテレビ中継を実施してい
ます。ぜひご覧ください。

委員会中継実施中

各委員長報告の全文
はこちら※インターネット配信及び再放送は行って

　いません。
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市政を問う市政を問う市政を問う
令和３年６月定例会　一般質問

　6 月定例会では、13 人が市政をただしました。質問と答弁
の一部を紹介します。
　また、ホームページでは一般質問の日程や質問内容の一覧
も公開しています。議会終了後には会議録や本会議の録画映
像もご覧いただけます。

詳細はこちらにアクセス 三次市議会

　

児
童
生
徒
の
人
権
侵
害
に
あ
た
る
「
ブ
ラ
ッ

ク
校
則
」が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。文
部
科
学
省

は
、校
則
を
社
会
や
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て

見
直
す
よ
う
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
通
知
し

た
。広
島
県
教
育
委
員
会
で
も
各
学
校
を
指
導

さ
れ
た
と
聞
く
。本
市
で
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

　

本
市
で
は
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
が
直

接
福
祉
避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、本
人
や
家
族
の
負
担
が
大
き
く
、改
善
が

必
要
で
あ
る
。今
般
の
災
害
対
策
基
本
法
等
の

改
正
に
よ
り
、福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難
の

促
進
等
、要
支
援
者
に
対
す
る
支
援
強
化
が
定

め
ら
れ
た
が
、市
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　

中
学
校
で
は
、毎
年
度
初
め
に
全
生
徒
に
生

徒
指
導
規
程
の
意
義
や
内
容
を
説
明
し
、考
え

る
時
間
を
と
っ
て
い
る
。生
徒
総
会
や
学
級
活

動
の
時
間
で
も
意
義
や
内
容
に
つ
い
て
、議
論

を
す
る
時
間
も
と
っ
て
い
る
。

　

ま
た
生
徒
会
の
自
治
活
動
と
し
て
、生
徒
自

ら
服
装
や
身
だ
し
な
み
等
に
つ
い
て
の
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、廊
下
へ
掲
示
を
し
て
決

ま
り
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
と
い
う
呼
び
か
け
を

行
っ
た
り
、内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
直
し

た
学
校
も
あ
る
。

　

民
生
委
員
や
自
主
防
災
組
織
、居
宅
介
護
支

援
事
業
所
等
の
関
係
者
と
連
携
し
、避
難
行
動

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
向
け
た

取
組
を
進
め
る
中
で
、要
支
援
者
の
状
況
等
に

よ
り
、あ
ら
か
じ
め
特
定
の
福
祉
避
難
所
を
避

難
先
と
し
て
定
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て
本
市
で
の

取
組
は

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
の
福
祉
避

難
所
へ
の
直
接
避
難
の
促
進
を

生
徒
総
会
や
学
級
活
動
の
時
間
に
議
論

し
て
い
る

特
定
の
福
祉
避
難
所
を
避
難
先
と
し
て

定
め
る
こ
と
も
あ
る

迫
田
教
育
長

川
村
危
機
管
理
監

質問1

質問2

答弁1

答弁2

福祉避難所への直接避難を

　

配
慮
が
必
要
な
方
に
対
し
て
支
援
の
取
組
を

今
後
も
継
続
的
に
行
い
、誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
と
い
う
視
点
か
ら
、万
一
の
災
害
発
生
に
備

え
た
い
。

福
岡
市
長

１　山村惠美子（清友会）
２　宍戸　　稔（清友会）
３　黒木　靖治（公明党）
４　伊藤　芳則（日本共産党）
５　重信　好範（市民の声）
６　藤井憲一郎（ともえ）
７　藤岡　一弘（明日への風）

８　掛田　勝彦（明日への風）
９　徳岡　真紀（明日への風）
10　齊木　　亨（真正会）
11　横光　春市（真正会）
12　新田　真一（会派　未来）
13　竹原　孝剛（会派　未来）

一般質問一覧

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

山
やま

村
むら

惠
え

美
み

子
こ

清 友 会

動画
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伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
三
次
人
形
へ
の
思

い
は
、市
民
の
心
に
象
徴
と
し
て
根
付
い
て

い
る
も
の
と
考
え
る
。６
代
目
窯
元
が
亡
く

な
ら
れ
た
こ
と
で
、そ
の
製
作
は
ど
う
な
る

の
か
と
心
配
す
る
市
民
の
方
は
多
い
と
思

う
。市
と
し
て
製
作
技
術
の
継
承
を
支
援
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
提
供
す
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
機
能
と
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
仕
掛

け
を
創
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
持
っ
た
観
光

地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
各
観

光
協
会
を
組
織
統
合
す
る
方
向
性
は
誤
り
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

次
の
世
代
の
継
承
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ

た
問
題
に
つ
い
て
は
、行
政
か
ら
積
極
的
に
口

を
挟
め
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、三
次
人
形
が

今
日
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、多
く
の
三
次

市
民
か
ら
も
、今
後
一
体
ど
う
な
る
の
か
と

い
っ
た
心
配
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、少
し
経
過
を
確
認

し
な
が
ら
、家
族
や
関
係
者
と
し
っ
か
り
対

話
を
し
な
が
ら
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、策
定
を
進
め
て
い
る
観
光
戦
略
策
定

検
討
委
員
会
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、組
織
統

合
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。今
後
の
観
光

事
業
は
、「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」か
ら
「
稼
ぐ
力

の
創
出
」に
向
け
、市
全
体
が
同
じ
方
向
で
取
り

組
み
、効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
う
し
た
と
き

に
、市
全
体
の
推
進
体
制
と
し
て
、各
観
光
協
会

と
み
よ
し
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構
が
一
つ
に
な

り
、人
的
資
源
や
物
的
資
源
、経
営
資
源
、ノ
ウ

ハ
ウ
等
を
集
積
し
て
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な

事
業
が
行
え
る
と
考
え
て
い
る
。

三
次
市
の
伝
統
文
化
継
承
の
支
援
は

三
次
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
み
よ
し
観
光
ま
ち
づ
く

り
機
構
と
観
光
協
会
の
統
合
は

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
対
話
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

市
全
体
が
同
じ
方
向
で
取
り
組
み
、
効
率

的
・
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
り
た
い

福
岡
市
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

　

農
業
は
命
を
守
る
産
業
だ
。新
規
就
農
者
へ

の
支
援
は
手
厚
い
が
、既
存
の
農
家
に
も
支
援

を
し
て
ほ
し
い
と
の
農
家
の
声
が
あ
る
。基
準

を
決
め
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
張
替
資
材
な
ど

の
助
成
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

昨
年
、協
同
労
働
を
行
う
団
体
へ
の
法
人
格

を
認
め
る
「
労
働
者
協
同
組
合
法
」が
成
立
し

　

今
年
度
か
ら
地
産
地
消
応
援
事
業
と
し
て
、

野
菜
、果
樹
又
は
花
き
を
学
校
給
食
や
直
売
施

設
等
で
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
に
、新
規
作
付
、

規
模
拡
大
に
取
り
組
む
生
産
者
を
対
象
に
、ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
導
入
や
、か
ん
水
施
設
整
備
、

機
械
導
入
等
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
る
が
、

ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
資
材
や
設
備
、機

械
等
の
更
新
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
経
営
の
中

で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

同
じ
思
い
の
人
が
集
ま
り
、で
き
る
範
囲
で

出
資
し
、対
等
な
立
場
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
人
と
地
域
に
役
立
つ
仕
事
に
取
り
組
む

仕
組
み
が「
協
同
労
働
」で
あ
り
、広
島
市
で
も
、

様
々
な
団
体
が
「
協
同
労
働
」の
仕
組
み
を
活

用
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。「
協
同
労
働
」は
、

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
課
題
解
決

の
一
つ
の
手
法
で
あ
り
、広
島
市
の
取
組
も
含

め
各
地
域
へ
の
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

農
業
振
興
と
し
て
資
材
等
の
購
入
助

成
が
で
き
な
い
か

協
同
労
働
の
取
組
は
ど
う
か

農
業
経
営
の
中
で
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い

各
地
域
へ
の
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い

き
た
い

中
廣
産
業
振
興
部
長

中
原
地
域
振
興
部
長

質問1質問2 答弁1

答弁2

ビニールハウス張替の助成はできないか

　

現
在
、県
に
も
相
談
を
し
な
が
ら
、今
後
家
族

や
関
係
者
と
幅
広
く
話
を
し
て
、製
作
技
術
の

継
承
を
検
討
し
て
い
く
。今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

甲
斐
教
育
次
長

た
。多
様
な
人
々
が
、地
域
の
課
題
に
向
け
て

自
ら
出
資
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
て

事
業
を
行
う
事
が
で
き
る
。市
と
し
て
「
労
働

者
協
同
組
合
」へ
の
取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
デ
ィ
ー
エ
ム
オ
ー
）…
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
。地
域
の
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込
み
つ
つ
、科
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う

舵
取
り
役
と
な
る
法
人
。

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

宍
しし

戸
ど

　 稔
みのる

清 友 会

動画

黒
くろ

木
ぎ

 靖
せい

治
じ

公 明 党

動画
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教
育
委
員
会
に
任
命
さ
れ
た
委
員
で
は
、教

育
委
員
会
の
意
向
を
く
む
者
に
な
り
偏
る
の
で

は
な
い
か
。さ
ら
に
小
中
一
貫
校
か
ら
学
校
の

統
廃
合
へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。小
規
模
校
を
守
る
こ
と
は
地
域
を
守
る
こ

と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　

河
内
保
育
所
に
つ
い
て
、令
和
４
年
４
月
に

統
合
す
る
と
し
た
説
明
会
で
は
、統
合
あ
り
き

で
進
む
こ
と
に
な
る
。地
元
要
望
の
３
歳
未
満

児
保
育
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
、他
の
保

育
所
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。要
望
や
対

策
を
せ
ず
い
き
な
り
統
合
で
は
協
議
を
十
分
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

学
校
運
営
協
議
会
を
有
す
る
中
学
校
区
の

校
長
の
意
見
を
参
考
に
、地
域
住
民
や
保
護
者

代
表
等
か
ら
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
た
め
、

意
向
を
く
む
方
ば
か
り
を
任
命
す
る
こ
と
は

な
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
す
る
目

的
は
、小
中
一
貫
教
育
の
取
組
を
さ
ら
に
充
実
・

発
展
さ
せ
、地
域
と
学
校
が
同
じ
目
標
に
向
か

い
、よ
り
よ
い
学
校
や
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
で
あ
り
、学
校
の
規
模
適
正
化
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

保
育
所
の
規
模
適
正
化
は
、保
育
環
境
の
充

実
と
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
だ

と
捉
え
て
い
る
。地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

の
協
議
、話
し
合
い
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、集

団
で
の
育
ち
を
保
障
出
来
な
い
環
境
が
継
続
す

る
こ
と
に
繋
が
り
望
ま
し
く
な
い
た
め
、適
切

な
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
小
中
一

貫
校
か
ら
学
校
統
廃
合
へ
向
か
う
の
で

は
な
い
の
か

保
育
所
規
模
適
正
化
は
、
小
規
模
保
育

所
の
統
廃
合
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か

学
校
の
規
模
適
正
化
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
な
い

適
切
な
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
話
し
合

い
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

甲
斐
教
育
次
長

松
長
子
育
て
支
援
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

　

本
市
に
は
昨
年
度
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
５
名
に
加
え
、今
年
度
か
ら

新
た
に
２
名
、併
せ
て
７
名
の
隊
員
が
農
業
分

野
等
で
活
動
し
て
い
る
。本
制
度
の
取
組
か
ら

「
隊
員
」「
地
域
」「
行
政
」に
と
っ
て
の
成
果
と
課

題
を
伺
う
。

　

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
す
る
に
あ

た
り
、地
域
の
実
情
、児
童
生
徒
の
実
情
を
踏
ま

え
た
学
校
づ
く
り
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

　

現
行
設
置
し
て
い
る
学
校
評
議
員
制
度
や
学

校
関
係
者
評
価
委
員
制
度
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
の
違
い
を
伺
う
。

　

隊
員
は
、能
力
な
ど
を
地
域
の
た
め
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
、地
域
や
行
政
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
活
躍
し
て
い
る
。地
域
は
、協
力
隊
と
し

て
若
者
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
、新
し
い
ア
イ

デ
ア
や
提
案
を
基
に
一
緒
に
模
索
を
し
て
い
く

こ
と
で
、に
ぎ
わ
い
創
出
や
担
い
手
育
成
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。行
政
と
し
て
も
、定
住
人
口
、

関
係
人
口
、ツ
ナ
ガ
リ
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ

と
が
で
き
、地
域
の
元
気
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

　

活
動
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
隊
員
が
地
域
の
中
に

ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
る
よ
う
な
受
入
支
援
が
課

題
で
あ
り
、地
域
と
隊
員
が
や
り
た
い
こ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら
、隊
員
の
定
住
に

つ
な
が
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　

学
校
関
係
者
評
価
や
学
校
評
議
員
制
度
は
、

校
長
の
求
め
に
応
じ
て
保
護
者
や
地
域
住
民
等

か
ら
意
見
を
も
ら
う
仕
組
み
で
あ
り
、保
護
者

や
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
し
、学
校
と
し
て

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、学
校
運
営

協
議
会
の
委
員
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、育
て

た
い
子
ど
も
像
や
、学
校
運
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

学
校
と
共
有
し
、役
割
分
担
を
し
て
連
携
や
協

働
に
よ
る
取
組
で
あ
る
。

　

地
域
住
民
が
当
事
者
と
し
て
学
校
運
営
に
関

わ
る
こ
と
で
、地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
や
、課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
効
果
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
成
果
と
課
題
は

学
校
評
議
員
制
度
等
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
の
違
い
は

隊
員
の
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
と
連
携
や
協

働
に
よ
る
取
組
と
い
っ
た
違
い
で
あ
る

中
原
地
域
振
興
部
長

甲
斐
教
育
次
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

河内保育所

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
…
学
校
運
営
協
議
会
制
度
。

学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
。 伊

い

藤
とう

 芳
よし

則
のり

日本共産党

動画

重
しげ

信
のぶ

 好
よし

範
のり

市 民 の 声

動画
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長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
市

有
地
や
、使
わ
れ
て
い
な
い
廃
公
共
施
設
等

を
、民
間
へ
安
価
に
譲
渡
で
き
な
い
か
。

　

今
後
確
実
に
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
高
齢
者
に
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
が
理
解

さ
れ
て
お
ら
ず
、
置
き
去
り
に
な
っ
て
い
な
い

か
。
利
便
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
支
援
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
沿
い
、使
用

目
的
の
な
い
市
有
地
・
施
設
の
配
置
方
針
を
定

め
て
い
る
。し
か
し
、境
界
確
定
や
境
界
復
元
、

分
筆
な
ど
に
係

る
測
量
経
費
や

譲
渡
す
る
際
の

適
正
な
価
格
を

決
め
る
た
め
の

鑑
定
評
価
な
ど

に
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、

進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
だ
。

今
後
、固
定
資

産
評
価
額
を
活

用
し
た
価
格
の

設
定
な
ど
、譲

　

今
年
度
は
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
を
開

催
す
る
こ
と
で
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。老

人
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
開
催
で

き
る
か
検
討
、準
備
を
進
め
て
い
る
。こ
の
教
室

で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操
作
や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
等
、

安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
注
意
点
等
に
も
触

れ
て
、家
族
や
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い
け
る
教
室
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、丁
寧
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、デ
ジ
タ
ル
技
術
に
少
し
で
も

触
れ
る
こ
と
で
、利
便
性
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
財
政
改
革
の
推
進
を

高
齢
者
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
支
援
を

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く

利
便
性
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く

細
美
総
務
部
長

堀
川
副
市
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

　

近
年
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
て
い
る
学
生
が
増
え
て
い
る
。こ
の
制
度
は
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
も
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。学
生
と
三
次
市
内
の
企
業
と
の
「
つ
な
が

り
」を
つ
く
る
三
次
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
を
新
た
に
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
集

落
ぐ
る
み
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
モ
デ
ル
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。今
回
の
モ
デ
ル
事
業
で
有

害
鳥
獣
対
策
と
し
て
の
有
効
性
と
事
業
継
続

の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。今
後
、こ
の
事

業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
問
う
。

　

学
生
、企
業
に
と
っ
て
も
三
次
市
の
関
係
性

を
広
げ
て
い
く
手
段
と
し
て
も
有
効
的
だ
と
考

え
て
い
る
。三
次
市
人
材
確
保
支
援
事
業
補
助

金
で
市
内
の
中
小
企
業
が
採
用
に
向
け
た
情
報

発
信
や
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ

を
行
っ
た
場
合
、必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
で
の
実

績
は
な
い
が
、制
度
の
周
知
を
行
い
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

現
在
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、各

企
業
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、学
生
の
立
場

か
ら
、受
入
れ
企
業
の
情
報
を
入
手
で
き
な

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ま

で
駆
除
班
任
せ
で
あ
っ
た
鳥
獣
捕
獲
に
対
し

て
、地
域
住
民
自
ら
が
主
体
的
に
取
り
組
む
意

識
の
醸
成
が
図
ら
れ
、駆
除
班
と
関
係
機
関
が

連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
捕
獲
活
動
を
実
践
す

る
有
効
な
取
組
と
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
自
ら
が
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
意
識
、

駆
除
班
と
の
連
携
、地
域
が
一
体
と
な
り
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
変
重
要

だ
と
考
え
る
。

　

集
落
ぐ
る
み
で
の
こ
う
し
た
取
組
を
普
及
す

る
と
と
も
に
、環
境
改
善
、侵
入
防
止
、捕
獲
を

基
本
対
策
と
し
て
、こ
れ
ら
を
総
合
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
次
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の

導
入
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
モ
デ
ル

事
業
の
今
後
の
展
開
を
問
う

情
報
発
信
を
効
果
的
に
行
っ
て
い
き

た
い

地
域
が
一
体
と
な
り
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る

福
岡
市
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

廃公共施設等の有効活用を

※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
…

情
報
技
術
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ

り
よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー
）
…
情
報
通
信
技
術
の
略
。

通
信
技
術
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

渡
の
た
め
の
方
法
を
検
討
し
、円
滑
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

い
こ
と
や
、企
業
へ
の
連
絡
が
難
し
い
と
い
う

課
題
が
あ
れ
ば
、市
内
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
た
め
の
情

報
発
信
を
効
果
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

※
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
…
職
業
体
験
。学
生
が
在
学
中
に

専
攻
に
関
連
す
る
企
業
等
に
体
験
入
社
す
る
制
度
。

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

藤
ふじ

井
い

憲
けん

一
いち

郎
ろう

と も え

動画

藤
ふじ

岡
おか

 一
かず

弘
ひろ

明日への風

動画
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地
域
の
福
祉
課
題
が
複
雑
化
、多
様
化
す
る

中
で
、制
度
や
分
野
の
縦
割
り
を
超
え
た
「
地

域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法
が

改
正
さ
れ
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」と
表
現
で

き
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。今
回
の
法
改
正

を
受
け
、「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」の
実
現
に
つ

い
て
伺
う
。

　

平
成
27
年
に
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
が

全
面
施
行
さ
れ
た
。倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
空

き
家
対
策
は
、市
民
の
安
全
、安
心
を
守
る
観
点

か
ら
も
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。こ

の
よ
う
な
特
定
空
家
に
対
し
て
の
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
。本
市
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
人
・
世
帯
の
属
性
に
関
わ
ら
ず
、介
護
、障

害
、子
ど
も
、困
窮
の
相
談
支
援
に
加
え
て
就
労

　

空
き
家
は
個
人
等
の
財
産
で
あ
る
た
め
、所

有
者
等
が
自
己
責
任
で
自
主
的
に
管
理
す
る
こ

と
が
原
則
だ
。老
朽
化
が
進
行
し
、近
隣
に
危
害

を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
「
特
定
空
家
等
」の
増

加
は
、防
災
・
衛
生
・
防
犯
・
景
観
等
の
面
で

市
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
の
活
力
を
低
下
さ
せ

る
と
い
っ
た
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、所
有
者
等
の
管
理
責
任
を
原
則
と

し
な
が
ら
、個
別
の
空
き
家
の
状
況
や
地
域
の

状
況
に
応
じ
て
、対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」
を
ど
の
よ
う

に
実
現
し
て
い
く
の
か

特
定
空
家
等
へ
の
対
応
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い

状
況
に
応
じ
て
、
対
策
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る

牧
原
福
祉
保
健
部
長

秋
山
建
設
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

　

市
内
小
中
学
生
や
保
護
者
か
ら
通
学
の
荷
物

が
重
す
ぎ
る
の
で
、成
長
が
阻
害
さ
れ
る
の
で

は
、な
ど
と
不
安
の
声
を
聞
い
て
い
る
。実
際
40

年
前
に
比
べ
て
二
倍
の
重
さ
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。通
学
荷
物
の
重
さ
の
軽
減
へ

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

近
年
の
異
常
気
象
や
大
規
模
な
災
害
は
気

候
変
動
が
原
因
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、国
も

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
脱
炭
素
社
会
を
め
ざ

し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
推
進

し
て
い
る
が
、三
次
市
と
し
て
宣
言
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の

携
行
品
に
係
る
軽
量
化
の
工
夫
例
を
通
知
す
る

と
と
も
に
、学
校
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、毎
日
の
時
間
割
を
き
ち

ん
と
行
わ
せ
、必
要
最
低
限
の
も
の
を
持
っ
て

く
る
よ
う
指
導
し
、置
い
て
帰
っ
て
も
よ
い
物

の
一
覧
表
を
作
り
、家
庭
と
共
有
す
る
な
ど
、通

学
荷
物
の
軽
量
化
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
生
か
し
、そ
の
日
の
家

庭
学
習
に
必
要
な
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
持

ち
帰
る
等
の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
。

　

引
き
続
き
、市
教
委
と
し
て
児
童
生
徒
の
荷

物
の
軽
量
化
へ
向
け
た
取
組
の
参
考
と
な
る
事

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
三
次
市
環
境
基
本

計
画
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
目
標
に
つ
い
て
は
、国
の
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
が
、「
令
和
12
年
度
に
お
い
て
平
成
25
年

度
比
で
26
％
削
減
」と
す
る
目
標
を
設
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
目
標
数
値
を
用
い
て
、

三
次
市
環
境
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る

令
和
７
年
度
を
中
間
地
点
と
し
て
、平
成
25
年

度
比
で
１
８
．４
％
程
度
の
削
減
を
め
ざ
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
、今
後
何
が
取
り
組
め
る
か
を

し
っ
か
り
議
論
し
た
う
え
で
、宣
言
を
行
う
か

ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。

小
中
学
生
の
通
学
荷
物
の
重
量
化
へ
の

対
策
を

三
次
市
で
も
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を

学
校
実
態
に
応
じ
た
工
夫
を
支
援
し
て

い
く

し
っ
か
り
議
論
し
た
う
え
で
、
宣
言
を

行
う
か
検
討
し
た
い

甲
斐
教
育
次
長

矢
野
市
民
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

各種相談窓口がある福祉保健センター

通学時に多くの教材を
持ち運んでいる

支
援
、居
住
支
援
、居
場
所
機
能
の
提
供
な
ど
、

多
様
な
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
や
地
域
と
の

つ
な
が
り
支
援
、関
係
性
を
広
げ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
、住
民
同
士
が
参
加
で
き
る
場
や

居
場
所
の
確
保
を
行
う
事
業
の
実
施
等
が
重
要

と
な
る
。こ
れ
ま
で
以
上
に
各
部
署
、関
係
機
関

の
連
携
を
強
化
し
、相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

例
を
紹
介
す
る
こ
と
等
で
、学
校
実
態
に

応
じ
た
工
夫
を
支
援
し
て
い
く
。

掛
かけ

田
だ

 勝
かつ

彦
ひこ

明日への風

動画

徳
とく

岡
おか

 真
ま

紀
き

明日への風

動画
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国
道
３
７
５
号
は
平
成
30
年
と
昨
年
の
豪

雨
災
害
時
、作
木
町
内
４
箇
所
に
お
い
て
冠
水

し
避
難
す
べ
き
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
。冠
水
時

間
は
長
い
と
こ
ろ
で
は
丸
一
日
続
き
、急
病
人

な
ど
が
出
る
と
心
配
な
状
況
に
な
る
。鳴
瀬
・

清
流
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
後
に
は
、作
木
町
内
の

国
道
３
７
５
号
は
道
路
整
備
計
画
に
位
置
づ

け
が
な
い
の
で
、重
点
事
項
と
し
て
県
に
計
画

の
要
望
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が

か
。

　

昨
年
、作
木
町
内
の
梨
果
樹
園
で
、ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
、梨
の
収
量
に
大

き
な
被
害
を
与
え
た
。現
在
、三
次
市
で
は
錯
誤

捕
獲
の
場
合
、殺
処
分
を
す
る
事
が
あ
る
が
、ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
は
絶
滅
危
惧
種
で
あ
り
、特
定
鳥

獣
保
護
管
理
計
画
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る

の
で
、銃
器
に
よ
る
駆
除
は
で
き
な
い
。こ
の
計

画
が
来
年
３
月
ま
で
あ
る
が
、駆
除
が
で
き
る

よ
う
計
画
の
見
直
し
を
県
に
具
申
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

冠
水
区
間
の
整
備
に
つ
い
て
は
、作
木
町
自

治
連
合
会
か
ら

も
、本
市
及
び
県

へ
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
。今

年
度
、作
木
町
下

作
木
の
港
地
区

か
ら
以
北
に
つ

い
て
は
県
で
測

量
調
査
費
等
の

予
算
措
置
が
さ

　

本
市
と
し
て
は
、生
活
圏
に
出
没
す
る
個
体

が
増
加
し
続
け
る
現
状
に
お
い
て
は
、人
身
被

害
の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
、一
定
程
度
の
捕

獲
活
動
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

豪
雨
災
害
時
の
孤
立
集
落
の
取
組
は

増
え
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
駆
除
で
き
る

よ
う
要
望
を

整
備
が
進
む
よ
う
引
き
続
き
要
望
を

行
っ
て
い
き
た
い

現
状
を
し
っ
か
り
と
訴
え
要
望
し
て
い

き
た
い

秋
山
建
設
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
「
か
か
り
つ
け
医
」で
接

種
す
れ
ば
安
心
で
あ
る
。市
外
の
医
療
機
関
を

「
か
か
り
つ
け
医
」と
し
て
い
る
市
民
も
多
い

現
状
で
は
、自
治
体
間
が
連
携
し
て
市
外
の
医

療
機
関
で
接
種
出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

学
校
、保
育
所
等
の
関
係
者
の
優
先
接
種
者

を
７
月
10
日
と
11
日
の
２
日
間
で
、１
回
目
の

接
種
を
実
施
と
答
弁
し
て
い
る
が
、市
外
か
ら

の
勤
務
者
も
接
種
で
き
る
の
か
。

　

64
歳
以
下
で
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
集
団
接

種
会
場
で
受
け
る
場
合
は
、診
断
書
を
持
参
す

る
よ
う
行
政
と
し
て
対
応
し
て
は
ど
う
か
、所

見
を
伺
う
。

　

近
隣
市
町
は
も
と
よ
り
、広
域
接
種
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
、県
に
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　

優
先
接
種
の
考
え
方
は
、学
校
や
保
育
所
で

の
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
と
感
染
拡
大
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
、市
外
の
方
も
含
め
て
、関
係
す
る
職

員
を
対
象
と
し
て
の
接
種
と
な
る
。

　

今
後
は
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。市
内
の
居
住
者
だ
け
が
接
種
で
き
る
の
で

は
な
く
て
、広
域
的
に
接
種
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
と
い
う
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

先
進
事
例
も
踏
ま
え
て
、今
後
も
市
長
会
等
を

通
じ
て
、県
内
ど
こ
で
も
接
種
が
可
能
と
な
る

よ
う
要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
自
治
体
間
で
連
携
す

べ
き
で
は

県
内
ど
こ
で
も
接
種
が
可
能
と
な
る
よ

う
要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い

牧
原
福
祉
保
健
部
長

福
岡
市
長

質問1答弁1

国道 375 号線作木町下作木式
から上流の冠水状況

開業医で新型コロナウイルスワクチン接種を受ける高齢者

　

第
一
種
特
定
鳥
獣
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
保
護
計
画

が
本
年
で
終
了
す
る
た
め
、改
正
の
時
期
を
と

ら
え
て
、本
市
の
現
状
を
広
島
県
市
長
会
を
通

じ
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。た
だ
し
、広
島
県
の

取
組
だ
け
で
は
な
く
島
根
県
、山
口
県
と
の
３

県
で
の
共
同
計
画
と
な
っ
て
い
る
た
め
、そ
れ

を
含
め
た
要
望
を
し
て
い
く
。

福
岡
市
長

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
対
応

を
検
討
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。整
備
が
進
む
よ

う
引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
自
己
申
告
と
な
っ

て
お
り
、診
断
書
等
の
提
出
は
求
め
ら
れ
て
い

な
い
。ま
た
、接
種
出
来
な
い
方
、ま
た
は
、か

か
り
つ
け
の
病
院
で
接
種
し
た
方
が
良
い
と
思

わ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、各
医
療
機
関
に
お
い

て
判
断
さ
れ
る
の
で
、「
か
か
り
つ
け
医
」に
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

齊
さい

木
き

　 亨
とおる

真 正 会

動画

横
よこ

光
みつ

 春
はる

市
いち

真 正 会

動画
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「
オ
ー
ル
三
次
」で
取
り
組
ん
だ
県
立
中
高
一

貫
校
開
設
か
ら
３
年
を
経
過
し
た
。県
立
中
学

は
３
年
生
ま
で
が
入
学
し
、来
年
に
は
一
期
生

が
一
貫
高
校
に
入
学
し
、３
年
後
に
は
卒
業
と

な
る
。

　

中
間
年
に
あ
た
り
こ
の
間
を
振
り
返
る
と
、

一
貫
校
の
高
校
へ
の
志
望
者
の
減
少
や
、市
外

へ
の
高
校
進
学
も
依
然
と
し
て
多
い
な
ど
の
現

状
が
あ
る
。学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
も
高

校
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
、「
進
路
実
績
は
必
要
だ

が
、多
様
な
進
路
を
希
望
す
る
生
徒
へ
の
支
援
」

や
、入
学
者
の
定
員
確
保
に
つ
い
て
、「『
勉
強
ば

か
り
』と
い
う
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
」な
ど

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。市
と
高
校
が
一
層
連
携

を
深
め
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
を
問
う
。

　

県
立
学
校
の
中
で
の
論
議
、経
営
の
方
策
方

針
等
を
あ
る
程
度
示
さ
れ
た
中
で
、必
要
な
部

分
、支
援
で
き
る
部
分
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

で
き
る
も
の
は
、支
援
や
協
力
を
し
て
い
く
考

中
高
一
貫
校
の
今
後
は

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

迫
田
教
育
長

質問1答弁1

　

人
口
減
少
社
会
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
、来

年
度
に
は
５
万
人
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。２
０
６
０
年
に
は
２
万
人
台
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。決
意
と
こ
の
２
年
間
の
成

果
と
課
題
は
何
な
の
か
伺
う
。

　

令
和
元
年
５
月
の
所
信
表
明
に
お
い
て
「
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
謙
虚
に
受
け
止
め
つ
つ
市

民
の
付
託
に
応
え
て
い
く
」と
表
明
さ
れ
た
が
、

今
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
一
方
だ
け
の
偏
っ
た

応
援
を
さ
れ
た
が
、国
の
パ
イ
プ
を
一
つ
失
っ

て
市
民
に
迷
惑
を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
。見

識
を
伺
う
。

　

市
民
や
議
員
各
位
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
「
新
し
い
三
次
」の
前
進
に
取

り
組
ん
で
き
た
。就
任
当
初
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
は
、各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
。昼
夜
を
問
わ
ず
尽
力
さ
れ
て
い

る
皆
様
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。こ
う
し
た
危
機
管
理
対
応
は
行
政
と
し
て

最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
事
項
で
あ
る
。ま
た
、

平
成
30
年
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
も
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
み
、県
内
ト
ッ
プ
の
進
捗
と

な
っ
て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
組
等
、そ

の
他
所
信
表
明
に
掲
げ
た
各
事
業
に
つ
い
て

も
、皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

　

参
議
院
広
島
県
選
出
議
員
再
選
挙
で
は
、一

方
の
候
補
者
か
ら
支
援
要
請
が
あ
り
、経
歴
、

政
策
等
を
踏
ま
え
、最
優
先
課
題
で
あ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
行
と
、終

息
後
の
経
済
の
立
て
直
し
に
向
け
て
適
切
な

候
補
者
で
あ
る
と
判
断
し
、要
請
に
応
え
た
も

の
で
あ
る
。

　

選
挙
後
、当
選
し
た
議
員
と
面
会
・
懇
談
を

し
た
が
、他
の
県
選
出
国
会
議
員
と
同
様
に
、

地
域
の
声
を
国
政
に
届
け
て
い
た
だ
け
る
方

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

今
後
も
提
案
・
要
望
活
動
の
中
で
、様
々
な

パ
イ
プ
を
通
じ
て
市
民
の
幸
せ
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長
就
任
半
期
の
成
果
と
課
題
は

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
問
う

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
着
実
に
取
り
組
む

今
後
も
三
次
市
民
の
幸
せ
の
実
現
に
取

り
組
む

福
岡
市
長

福
岡
市
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

え
だ
。

　

市
教
委
と
し
て
は
連
携
の
在
り
方
や
活
動
支

援
の
検
証
は
、毎
年
度
行
っ
て
き
て
い
る
。県
立

三
次
中
学
校
の
説
明
会
に
も
市
教
委
の
職
員
が

参
加
し
、話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。教

職
員
の
交
流
も
、授
業
研
究
交
流
や
出
前
授
業

等
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、今
後
も
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学年を超えた通学風景

て
い
る
が
、さ
ら
に
「
新
し
い
三
次
」を
前
進
さ

せ
る
た
め
、残
さ
れ
た
課
題
に
今
後
も
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

新
にっ

田
た

 真
しん

一
いち

会派　未来

動画

竹
たけ

原
はら

 孝
たか

剛
よし

会派　未来

動画
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議員定数等調査特別委員会
　（定数10人）

議員定数・報酬に関する事項 審査が終了するまで所管事務 調査期限

議員定数・報酬に関する調査研究を行うため、議員定数等調査特別委員会を設置しました

議長の定例記者会見を実施しました
　定例会での審議等の総括、議会日程等を広く市民の
皆様にお伝えするため、定例会最終日に議長の定例記
者会見を実施しました。

１　令和３年６月定例会の総括

⑴　議員定数等調査特別委員会の設置について
⑵　委員会優先使用の会議室の整備について

　５月１０日から８月１０日までご意見をお寄せ
いただきありがとうございました。いただいたご
意見は議会で共有し、個人情報に配慮した上で一
部をご紹介させていただく場合がございます。
　ホームページ送信フォームは一旦閉じますが、
市議会では引き続きメールや郵送・FAX でご意
見をお待ちしております。

■ 郵送
　 〒 728-8501
　 三次市十日市中二丁目８番１号
　 三次市議会事務局「市議会へのご意見」宛

■ メール・FAX
　 Mail : gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp
　 FAX: 0824-62-6110

インターネット中継や市議会だより
の感想など、議会に関するご意見を
引き続きお待ちしています。

市議会へのご意見
ありがとうございました

後列左から：藤岡一弘（明日への風）、新田真一（会派 未来）、黒木靖治（公明党）、月橋寿文（ともえ）、
　　　　　　掛田勝彦（明日への風）

前列左から：伊藤芳則（無所属）、宍戸稔（清友会）、委員長：小田伸次（ともえ）、副委員長：杉原利明（真正会）、
　　　　　　横光春市（真正会）
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令和2年度支出状況（議員数：24人）　【令和２年５月～令和３年３月分】 （単位：円）

政務活動費

※すべての費目について、支出を証明する領収書等が添付されています。
※三次市のホームページから各議員の支出状況が閲覧できます。

調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費

資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

……市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
……研修会を開催するために必要な経費及び団体等が開催する研修会の参加に要する経費
……活動及び市政について市民に報告するために要する経費
……市民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、相談等の活動に要する経費
……要請・陳情活動を行うために必要な経費
……各種会議に要する経費及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加に要する
　　経費
……資料の作成に要する経費
……必要な図書、資料等の購入に要する経費
……活動を補助する職員を雇用する経費
……必要な事務所の設置及び管理に要する経費

◎使途基準

会　派 ともえ
（5 人）

明日への風
（5 人）

真正会
（4 人）

会派 未来
（3 人）

清友会
（3 人）

公明党
（2 人）

日本共産党
三次市会議員団

（1人）

市民の声
（1人）

交付額 1,650,000 1,650,000 1,320,000 990,000 990,000 660,000 330,000 330,000

執行額　計 829,717 963,454 972,911 528,848 629,164 642,702 155,710 99,244

内

訳

調 査 研 究 費 417,322 308,252 281,007 200,025 203,707 179,763 40,150 63,552

研 修 費 12,421 130,885 112,140 1,000 86,185 152,060 0 0

広 報 費 167,606 42,294 170,140 67,543 0 5,043 0 0

広 聴 費 21,851 14,850 9,325 25,080 27,654 0 0 0
要 請 ・
陳 情 活 動 費

0 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 40,000 55,000 60,540 14,000 66,890 0 0 0

資 料 作 成 費 0 0 0 0 13,661 730 0 0

資 料 購 入 費 101,232 299,655 245,120 176,375 133,032 259,493 28,853 33,837

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 69,285 112,518 94,639 44,825 98,035 45,613 86,707 1,855

差引返還額 820,283 686,546 347,089 461,152 360,836 17,298 174,290 230,756

各会派の政務活動報告各会派の政務活動報告
　本市では、「三次市議会政務活動費の交付に関する条例」により、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部として、議員１人当たり月額 30,000 円を会派（所属議員が１人の場合も含む。）に対して交付しています。

令和2年度支出状況（議員数：24人）　【４月分】 （単位：円）

会　派 真正会
（8 人）

ともえ
（5 人）

市民クラブ
（4 人）

清友会
（3 人）

公明党
（2 人）

日本共産党
三次市会議員団

（1人）

若次会
（1人）

交付額 240,000 150,000 120,000 90,000 60,000 30,000 30,000

執行額　計 14,674 40,834 60,727 6,204 3,201 8,151 1,133

内

訳

調 査 研 究 費 14,674 9,340 10,091 6,204 0 2,068 1,133

研 修 費 0 0 0 0 0 0 0

広 報 費 0 0 545 0 0 0 0

広 聴 費 0 2,945 1,682 0 0 0 0

要 請・陳 情 活 動 費 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 30,000 0 0 0 0

資 料 作 成 費 0 1,203 0 0 0 0 0

資 料 購 入 費 0 2,459 2,608 0 0 1,486 0

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 24,887 15,801 0 0 4,597 0

差引返還額 225,326 109,166 59,273 83,796 56,799 21,849 28,867
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三次市議会では、感染症対策を行っています。
密を避けてマスク着用でお越しください。
ケーブルテレビ中継やインターネット配信も実施
していますので、そちらもご利用ください。

※撮影のため、密を避けて一時的にマスクを外しています。

お問い合わせや
請願・陳情は
コチラへ

今日は傍聴席へ

案内したいと思います。

広報広聴常任委員の４人がご案内します。

市役所 7階に議場はあります。
上がってみましょう。こ

こ
で
す

こ
こ
で
す

よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ

ス
ロ
ー
プ
を
上
が
っ
て
ド
ア
を

静
か
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。 ここが議場ですここが議場です

感染症対策で今は席を１つ空けて座るようにしています。
テーブルもあって気になる事はメモもしやすいです。

フムフムフムフム

傍聴
席で
はこちらを配布しています

。

①傍聴券、②アンケート、③市議会のしおり　
アンケートを書いて帰ってくださいね。本会議当日はこんな感じです本会議当日はこんな感じです

ぜひ、
お越し

くださ
い。

議長室議長室

どうもどうも 副議長室副議長室 こんにちは
こんにちは

検温検温

ピッピッ

議会
事務局
議会
事務局

議会を傍聴しに行
ってみよう

議会を傍聴しに行
ってみよう

月橋委員月橋委員 増田委員増田委員

中原委員中原委員 徳岡委員徳岡委員

消毒消毒

シ
ュ
ッ

シ
ュ
ッ

感染
症対
策のため検温や

手指
消毒
にご協力ください。

お子様連れや車いす等、傍聴に不安がある方は
お気軽に事務局へお問い合わせください。
（問い合わせ先は裏表紙に記載）

テ
ク
テ
ク

テ
ク
テ
ク

ようこそようこそ

同じフロア
には

他にこんな
部屋が

あります
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「あっちこっち三次」市議会トピックスのコーナーに出演中！

　三次市議会では、三次ケーブルビジョンで放送している「あっちこっち三次」市議会トピックスのコーナーに
毎月１回出演しています。毎回各常任委員会等から２人出演し、取組等を中心に議会活動を市民のみなさんにお
知らせします。
　スタジオから生放送で議会情報をお届けしますので、ぜひご覧ください。

チャンネル：１１１ｃｈ
番　組　名：あっちこっち三次（市議会トピックスのコーナー）
放 送 時 間：１７時３０分～（生放送）、再放送あり
放　送　日：毎月第４水曜日（放送日は予定です。）
出 演 予 定：８月　教育民生常任委員会
　　　　　　  ９月　総務常任委員会
　　　　　    10 月　予算決算常任委員会

※放送日、出演予定等は変更になる場合があります。
※番組内容や放送に関することは三次ケーブルビジョンへ

お問い合わせください。 株式会社三次ケーブルビジョン

■ 議会中継・録画配信　

開会日は中継を配信！会議後には録画も
アップしています。

■ アプリ三次市議会　インターネット配信

インターネット
配信ページ

Android

iOS

詳細はこちら↓

　みよし市議会だよりがアプリで
読めます。ぜひご利用ください。

※アプリ利用料は無料ですが、情報の
受信には通信料が必要となります。

運営：株式会社ホープ／福岡市

議会配信中！議会配信中！
スマホやパソコンでも

TEL:0824-65-2211
FAX:0824-65-0066

議
会
の
う
ご
き
２
０
２
１（
令
和
３
）年

５
月
１
日
～
７
月
31
日

７
月

６
月 会

派
代
表
者
会
議

議
会
運
営
委
員
会
、教
育
民
生
常
任
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

６
月
定
例
会
本
会
議
、全
員
協
議
会
、

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）、議
員
定
数
等
調
査

特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会
本
会
議
、議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
、会
派
代
表
者
会
議

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

市
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス（
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員
会

12
日

18
日

28
日

７
日

17
日

18
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

28
日

30
日

２
日

16
日

20
日

21
日

28
日

30
日 ５

月
■ 

広
報
広
聴
常
任
委
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

会
派
の
変
更
に
伴
い
、
山
田
真
一
郎
議
員
か
ら
増
田
誠
宏

議
員
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
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　「小
ひ

童
ち

の祇園さん」として知られている甲奴町
小童の須佐神社。その近くの県道51号線沿いに
無人販売所があります。取れたてのアスパラガス
などの野菜をはじめ、有精卵、ローリエの葉、薪
など様々なものが置いてあります。また、今やキャ
ンプの必需品、スウェーデントーチも手に入りま
す。車で通る人がひっきりなしに足を止め、田舎
の良さを感じられる、地域の思いがあふれるパ
ワースポットがコロナ禍で成長し続けています。
　　　　　　　　　　　　　　　　（月橋寿文）

70

２
０
２
１（
令
和
3
）年
８
月
10
日
発
行

あ
と
が
き

　

７
月
２
日
に
６
月
定
例
会
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。全
国
的
に

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、将
来
的
に
大
き
な
課

題
で
あ
る
議
員
定
数
の
適
正
化
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
次
市
議
会
に
お
い
て
も
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、新
た
に
「
議

員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。小
田
委
員
長
、杉
原
副
委
員
長
を
は
じ
め
10
人
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
調
査
研
究
し
議
論
を
深
め
て
参

り
ま
す
。

　

昨
年
の
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
は
、本
当
に
楽
し
く
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
一

員
と
し
て
、皆
さ
ま
の
声
を
議
会
に
反
映
出
来
る
よ
う
に
全
力
で

努
力
し
て
参
り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
原
秀
樹
）

無人農産物販売所

「あこがれ市場」 （甲奴町）

9 月 3 日（金）に
開会する予定です。

請願・陳情の提出は、8月23日（月）正午まで
　陳情・請願　市政についての意見や要望を直接市議会に提出すること。
　　　　　　 議員の紹介のあるものを請願と言います。

傍聴者に聞い
た！

傍聴者に聞い
た！

「傍聴ってこ
うだったのか

!!」
「傍聴ってこ

うだったのか
!!」

第4回 ６月定例会を傍聴に来られた方にインタビューし
ました。なぜ傍聴したの？どうだった？？これを
参考にみなさんも議会を傍聴してみませんか？

傍聴のきっかけは何ですか？

傍聴の感想を教えてください！

ありがとうございました。傍聴に来られた方
には市議会のしおり等資料をお渡ししてい
ます。また傍聴に来てください！

傍聴のきっかけは何ですか？

傍聴の感想を教えてください！

いつも傍聴ありがとうございます。
貴重なご意見ありがとうございます。
また傍聴に来てくださいね。

地元議員が一般質問するということだった
ので、傍聴に来ました。

一般質問一覧表を見ていると、今議員さんが
何を考えているかよくわかると思いました。

毎年グループで地元議員を応援しに来て
いるんです。

地元の課題をよく知っていると感じました。
各テーマでもナルホドと思うものが色々あ
りました。

宍戸さん

宍戸さん

Mさん

Mさん

増田委員

増田委員

増田委員

月橋委員

月橋委員

月橋委員

TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110　
E メールアドレス　gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

お問い合わせは　議会事務局へ

　インタビューと議会だよりへの掲載を快諾していただいたみなさま、
ありがとうございました。
　三次市議会では、傍聴者の間隔を空けるなど、感染症対策を実施して
傍聴してもらえるようにしています。ケーブルテレビでの放送やイン
ターネット配信も実施していますので、そちらもぜひご覧ください。

次回の定例会は

その他にも、中学生が市役所の
職場体験学習の一環で傍聴に
来てくれました！
ありがとうございました。

注目スポッ
ト


